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一
、
は
じ
め
に 

洒
落
本
は
十
八
世
紀
な
か
ば
、
宝
暦
前
後
に
端
を
発
す
る
遊
里
文
学
で
、
本
稿
で
取
り
扱
う
『
浪
花
色
八
卦
』

(

宝
暦
七
年
、
一
七
五
七
年
頃
刊)

は
そ
の
最
初
期
に
刊
行
さ
れ
異
例
の
人
気
を
博
し
た
作
品
で
あ
る
。
本
書
は
大

坂
を
桔
梗
・
竜
胆
・
靏
菱
・
花
菱
・
蔦
菱
・
檜
扇
・
宝
結
・
桐
薹
の
八
つ
の
区
画
に
分
類
し
、
八
卦
の
体
裁
を
取

り
な
が
ら
、
大
坂
の
各
遊
里
や
芸
妓
、
そ
こ
に
通
う
遊
客
の
様
子
を
説
い
た
、
遊
里
評
判
・
遊
里
案
内
書
の
先
駆

け
と
さ
れ
る
上
方
洒
落
本
で
、
占
書
の
趣
向
を
洒
落
本
に
組
み
込
ん
だ
最
初
期
の
作
品
と
さ
れ
る
こ
と
も
大
き

な
特
徴
で
あ
り
、
本
来
は
離
・
坤
・
兌
・
乾
・
坎
・
艮
・
震
・
巽
の
各
卦
を
八
卦
と
す
る
部
分
を
桔
梗
や
竜
胆
な

ど
の
「
紋
」
に
置
き
換
え
る
と
い
っ
た
工
夫
が
見
ら
れ
る
。 

当
時
の
評
判
の
高
さ
は
、
安
永
二
年(
一
七
七
三
年)

刊
行
『
浪
花
今
八
卦
』
、
天
明
四
年(

一
七
八
四
年)

『
浪

花
今
い
ま
八
卦
』
な
ど
の
模
倣
作
が
生
ま
れ
た
こ
と
や
、
後
の
洒
落
本
に
『
浪
花
色
八
卦
』
を
引
用
し
た
様
子
が

し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
人
気
の
理
由
に
関
し
て
中
野
三
敏
氏
は
『
洒
落

本
大
成
』
第
二
巻(

一
九
七
八
年)

解
題
に
お
い
て
「
か
か
る
占
書
模
倣
の
趣
向
は
、
宝
暦
四
年
刊
の
新
井
白
蛾
作

「
易
学
小
筌
」
や
同
六
年
の
「
古
易
一
家
言
」
な
ど
の
小
型
通
俗
占
書
の
流
行
を
背
景
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
作
者
の
性
格
や
著
書
の
性
質
を
考
慮
す
る
と
、
単
に
占
書
の

流
行
に
便
乗
す
る
た
め
に
八
卦
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
作
者
が
な
ぜ

洒
落
本
に
占
書
の
体
裁
を
組
み
込
む
こ
と
に
し
た
の
か
を
、
作
者
の
人
物
像
と
当
時
の
易
学
の
需
要
形
態
か
ら

見
出
す
。 

 

二
、
作
者 

「
外
山
翁
」 

本
項
で
は
初
期
洒
落
本
と
し
て
は
珍
し
く
、
作
者
像
が
明
確
と
な
っ
て
い
る
「
外
山
翁
」
を
知
る
こ
と
に
よ
っ

て
、『
浪
花
色
八
卦
』
が
擁
す
る
批
判
的
性
質
を
見
出
し
て
み
る
。 

洒
落
本
の
作
者
名
に
は
戯
号
と
い
う
所
謂
ペ
ン
ネ
ー
ム
が
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
代
を
生
き
る
我
々
が

そ
の
人
物
像
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
幸
い
に
も
『
浪
花
色
八
卦
』
の
作
者
「
外
山
翁
」
に
つ
い
て

は
中
村
幸
彦
氏
「
洒
落
本
の
作
者
」(

『
近
世
作
家
研
究
』
、
一
九
六
一
年)

、
肥
田
晧
造
氏
「
浪
花
色
八
卦
の
作

者
」(

『
上
方
学
藝
史
叢
攷
』
、
一
九
八
八
年)

の
二
本
の
論
文
に
よ
っ
て
、
俳
諧
師
・
浄
瑠
璃
作
者
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
複
数
の
号
を
使
用
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
た
大
坂
の
文
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。
俳
諧
師

岡
本
律
中
と
し
て
は
『
俳
諧
耳
勝
手
』(

宝
暦
七
年
、
一
七
五
七
年)

な
ど
を
編
み
、
ま
た
浄
瑠
璃
作
者
松
田
ば
く

と
し
て
『
躾
方
武
士
鑑
』(

明
和
五
年
、
一
七
六
八
年)

、
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』(

明
和
八
年
、
一
七
七
一
年)

、

『
桜
御
五
十
三
駅
』(

明
和
八
年
一
七
七
一
年)

な
ど
の
有
名
浄
瑠
璃
作
品
を
近
松
半
二
、
三
好
松
洛
、
栄
善
平
ら

と
合
作
し
た
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
外
山
翁
が
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
に
携
わ
っ
て
い
た
非
常
に
学
識
豊
か
な
人

物
で
あ
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
加
え
て
、
宝
暦
五
年(

一
七
五
五
年)

の
『
扇
会
評
林
』
で
は
和
漢
学
識
を
必

要
と
す
る
扇
合
の
会
に
参
加
し
て
い
た
様
子
が
記
さ
れ
、
天
明
二
年(

一
七
八
二
年)

刊
行
の
『
歌
系
図
』
と
い
う

上
方
歌
一
覧
に
も
歌
を
と
ら
れ
る
な
ど
、
外
山
翁
が
い
か
に
通
人
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
多
才
ぶ
り
を
随
所
で
発
揮
し
て
い
た
外
山
翁
で
あ
る
が
、
そ
の
遊
里
関
係
の
著
述
に
は
実
在
の

俳
人
や
、
俳
人
を
モ
デ
ル
と
し
た
人
物
が
登
場
す
る
。
明
和
六
年(

一
七
六
九
年)

刊
行
の
茶
屋
評
判
の
洒
落
本

『
肝
相
撲
』
に
は
茶
屋
女
の
客
あ
し
ら
い
の
う
ま
さ
を
描
写
す
る
場
面
が
あ
り
、
淡
々(

江
戸
中
期
の
俳
人
。
松

木
淡
々
、
半
時
庵
淡
々)

が
魚
を
「
牛
の
舌
」
と
し
て
提
供
さ
れ
た
際
に
は
怪
し
ん
で
断
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

同
じ
魚
を
「
笹
か
れ
い
」
と
し
て
提
供
さ
れ
る
と
雅
な
も
の
と
し
て
喜
び
食
し
た
と
い
う
淡
々
を
批
判
的
に
描
い

た
逸
話
が
見
ら
れ
、
同
書
に
お
い
て
俳
人
の
逸
話
を
引
用
し
て
い
る
の
は
こ
の
部
分
だ
け
で
あ
る
。
加
え
て
、
明

和
五
年(

一
七
六
八
年)

刊
行
と
思
わ
れ
る
『
雅
仏
小
夜
嵐
』
に
お
い
て
も
、
冥
土
を
舞
台
に
実
在
の
俳
人
を
モ
デ

ル
と
し
た
人
物
を
登
場
さ
せ
、
地
獄
極
楽
で
門
人
を
集
め
る
様
子
を
描
い
て
い
る
が
、
け
し
て
好
意
的
と
は
言
え

な
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。 

右
の
二
例
の
よ
う
に
、
外
山
翁
は
自
身
の
著
し
た
洒
落
本
に
お
い
て
、
実
在
す
る
人
物
を
批
判
的
に
描
こ
う
と

す
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、『
浪
花
色
八
卦
』
に
も
何
ら
か
の
批
判
的
意
図
が
含
有
さ
れ
て

い
る
推
察
さ
れ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、『
浪
花
色
八
卦
』
に
お
け
る
批
判
対
象
は
誰
な
の
か
。
こ
の
疑
問
を
解
消

す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
タ
イ
ト
ル
に
含
ま
れ
る
「
八
卦
」
と
い
う
要
素
で
あ
る
。 

 

三
、
批
判
対
象 

新
井
白
蛾 

新
井
白
蛾
は
宝
暦
元
年(

一
七
五
一
年)

頃
か
ら
寛
政
三
年(

一
七
九
一
年)

ま
で
京
都
で
活
躍
し
、
晩
年
は
藩
儒

と
し
て
加
賀
藩
に
仕
え
た
朱
子
学
者
で
、『
易
学
小
筌
』、『
古
易
一
家
言
』
な
ど
の
吉
凶
占
断
の
実
用
書
を
書
い

た
人
物
で
も
あ
る
。『
易
学
小
筌
』
は
明
治
時
代
に
な
っ
て
も
出
版
さ
れ
続
け
た
有
名
な
易
占
書
で
、
白
蛾
の
代

名
詞
的
書
物
で
あ
る
が
、
こ
の
小
冊
子
は
江
戸
時
代
の
易
占
を
考
え
る
上
で
非
常
に
難
し
い
立
場
に
あ
る
。
江
戸

時
代
中
期
の
日
本
の
易
の
主
流
は
、
明
代
の
万
暦
年
間
に
輸
出
さ
れ
た
「
断
易
」
に
倣
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、

白
蛾
の
『
易
学
小
筌
』
は
漢
代
初
期
に
確
立
し
た
「
周
易
」
と
い
う
旧
い
形
式
に
倣
っ
た
少
数
派
で
特
異
な
存
在

で
あ
っ
た
。
儒
教
経
典
と
し
て
の
易
の
体
裁
を
尊
重
し
た
白
蛾
は
時
代
の
潮
流
に
逆
ら
う
よ
う
に
「
断
易
」
を
否

定
し
て
伝
統
的
な
「
周
易
」
に
倣
お
う
と
す
る
が
、
時
代
が
求
め
る
機
能
的
で
即
時
性
の
高
い
易
占
と
伝
統
の
両

立
を
目
指
し
こ
と
に
よ
っ
て
様
々
な
矛
盾
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
朱
子
学
の
一
環
と
し
て
易
の
実
践
を
試

み
て
い
た
白
蛾
は
、
伝
統
的
な
「
周
易
」
に
倣
う
自
ら
の
易
理
論
は
高
等
で
由
緒
あ
る
も
の
で
、
比
較
的
伝
統
の

浅
い
「
断
易
」
に
倣
う
売
卜
者(

生
業
と
し
て
易
を
行
う
人)

の
占
術
的
な
易
は
下
等
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
し
か
し
、
時
代
が
求
め
る
の
は
よ
り
機
能
的
で
簡
略
化
さ
れ
た
易
で
、
白
蛾
が
唱
え
る
「
周
易
」
に
依

拠
す
る
易
理
論
で
は
人
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
結
果
、
白
蛾
は
六
十
四
卦
に
固
定
し
た

吉
凶
を
当
て
は
め
る
、
と
い
う
「
断
易
」
に
依
拠
し
た
形
式
を
組
み
込
む
こ
と
で
『
易
学
小
筌
』
を
完
成
さ
せ
た
。

大
坂
の
藤
屋
弥
兵
衞(

星
文
堂)

と
い
う
強
力
な
後
援
者
を
味
方
に
つ
け
た
白
蛾
の
『
易
学
小
筌
』
は
庶
民
か
ら
の

不
動
の
人
気
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
た
が
、
学
識
あ
る
人
か
ら
は
矛
盾
に
対
す
る
指
摘
や
批
判
が
相
次
ぎ
、『
非

白
蛾
』(

明
和
五
年
、
一
七
六
八
年)

と
い
う
痛
烈
な
白
蛾
批
判
の
書
物
が
出
版
さ
れ
る
程
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
連

の
騒
動
を
認
識
し
て
い
た
外
山
翁
は
自
身
の
土
俵
で
白
蛾
の
矛
盾
を
指
摘
す
る
べ
く
、
洒
落
本
『
浪
花
色
八
卦
』

を
記
し
た
と
考
え
る
と
、
洒
落
本
と
八
卦
と
い
う
要
素
の
関
連
性
が
見
え
る
だ
ろ
う
。『
浪
花
色
八
卦
』
序
文
で

は
「
周
易
」
の
内
容
を
遊
里
の
様
相
に
照
ら
し
て
説
明
し
て
い
る
が
、「
十
翼
の
伝
は
世
に
鳴
る
艶
を
称
に
歌
に

作
り
糸
に
の
せ
て
う
た
ひ
流
す
の
義
也
」
と
孔
子
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
朱
子
学
の
一
環
と
し
て
易
占

を
行
う
白
蛾
に
対
す
る
皮
肉
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

四
、
お
わ
り
に 

本
稿
で
は
、
一
〜
三
項
を
通
し
て
『
浪
花
色
八
卦
』
に
お
け
る
八
卦
の
意
義
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作

者
外
山
翁
の
批
判
的
意
図
と
そ
の
対
象
が
新
井
白
蛾
で
あ
る
と
い
う
結
論
が
得
ら
れ
た
。
遊
里
で
実
用
さ
れ
る

占
術
的
な
易
を
見
下
し
て
い
た
白
蛾
を
批
判
す
る
媒
体
と
し
て
、
遊
里
に
取
材
す
る
洒
落
本
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル

を
活
用
し
て
い
る
点
に
作
者
の
巧
妙
さ
が
表
れ
て
い
る
。 

は
じ
め
に
中
野
三
敏
氏
の
言
に
疑
問
を
呈
し
た
が
、
本
稿
の
結
論
を
踏
ま
え
れ
ば
、
白
蛾
へ
の
批
判
的
姿
勢
が

『
浪
花
色
八
卦
』
の
本
旨
で
あ
り
『
易
学
小
筌
』
を
は
じ
め
と
す
る
小
型
通
俗
占
書
の
流
行
は
あ
く
ま
で
副
次
的

な
要
素
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。 


